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令
和
６
年
度

決
算
を
報
告
し
ま
す

決
算
を
報
告
し
ま
す

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
等
決
算
は
、
令
和
７
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　
歳
入
は
42
億
６
，
１
４
４
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
１
億
８
，
０
２
７
万
円
の
増
、

歳
出
は
41
億
２
８
３
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
２
億
６
，
６
１
１
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
、
１

億
３
，
５
６
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

●
歳
入

　
歳
入
の
う
ち
、
２
５
．
０
％
が
町
税
な

ど
の
自
主
財
源
、
残
る
７
５
．
０
％
は
地

方
交
付
税
や
国
庫
・
県
支
出
金
な
ど
が
占

め
、
引
き
続
き
、
依
存
型
の
財
政
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
は
、
定
額
減
税
の
影
響
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
１
，
０
４
５
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
前
年
度
に
比
べ
、
１
，

２
４
１
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
歳
入
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
住
民
情
報
シ

ス
テ
ム
改
修
や
、
の
き
山
学
校
改
修
工
事

の
財
源
と
し
た
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
、

１
億
２
，
９
２
６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

●
歳
出

　
総
務
費
は
、
旧
東
栄
小
学
校
校
舎
等
解

体
工
事
、
の
き
山
学
校
改
修
工
事
の
実
施

に
よ
り
、
全
体
で
２
０
．
９
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
民
生
費
は
、
福
祉
施
設
誘
致
の
た
め
旧

本
郷
保
育
園
改
修
工
事
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
り
、
全
体
で
１
０
．
１
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
商
工
費
は
９
．
１
％
の
減
、
土
木
費
は

１
５
．
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事

の
実
施
、
海
外
派
遣
事
業
の
再
開
に
よ
り
、

２
６
．
０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
費
は
、
令
和
５
年
６
月
の
豪

雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
町
道
下
古
戸
浅

井
線
の
復
旧
工
事
に
係
る
費
用
で
す
。

◆決算の概要

◆一般会計決算の状況

※計数は、万円未満額を四捨五入しており、各欄で整合がとれない場合があります。

会　　計　　名
一 般 会 計

合　　計

特 

別 

会 

計

企 

業 

会 

計

41億　283万円
４億4,239万円
１億3,939万円
４億　  79万円

222万円
２億1,655万円
１億7,982万円
１億6,809万円
5,843万円
4,317万円
943万円

57億6,312万円

１億5,862万円
3,256万円
133万円
2,205万円
26万円
521万円

△4,112万円
337万円
△653万円
160万円
△446万円

１億7,289万円

歳　　入 歳　　出 差　　引

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
東 栄 診 療 所
各 財 産 区

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

歳 入
42億6,144万円

歳 出
41億283万円

町税
３億106万円
（7.1％）

総務費
９億3,224万円
（22.7％）農林水産業費

４億1,053万円
（10.0％）

公債費
４億5,613万円
（11.1％）

民生費
７億2,276万円
（17.6％）

その他
２億1,091万円（5.0％）

繰越金
２億4,445万円
（5.7％） 使用料

6,536万円
（1.5％）

地方交付税
19億4,137万円
（45.5％）

地方債
３億2,729万円
（7.7％）

国庫支出金
　３億9,668万円
（9.3％）

県支出金
３億2,066万円
（7.5％）

依存財源
31億9,690万円
（75.0％）

自主財源
10億6,455万円
（25.0％） その他

４億5,368万円
（10.7％）

土木費
３億3,979万円
（8.3％）

衛生費
４億7,755万円
（11.6％）

教育費
２億7,338万円
（6.7％）

労働費
790万円（0.2％）

災害復旧費
１億243万円（2.5％）議会費

4,326万円（1.1％）

商工費
１億570万円（2.6％）

消防費
２億3,117万円
（5.6％）

42億6,144万円
４億7,495万円
１億4,072万円
４億2,283万円

248万円
２億2,177万円
１億3,871万円
１億7,146万円
5,190万円
4,477万円
497万円

59億3,600万円

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
話
題

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

今
月
の
特
集
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◆
町
の
財
政
状
況

●
健
全
化
判
断
比
率
等

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る

た
め
に
使
う
指
標
値
と
し
て
、「
地
方
公
共

団
体
財
政
健
全
化
法
」
で
定
め
ら
れ
た
健

全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
値
が
悪
化
し
一
定
水
準
を
超
え
る

と
、
早
期
健
全
化
団
体
や
財
政
再
生
団
体

に
指
定
さ
れ
、
予
算
編
成
等
の
自
由
裁
量

が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
令
和
６
年
度
決
算
を
も
と
に
算
定
し

た
各
指
標
値
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
大

き
く
下
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
先

に
行
っ
た
大
型
公
共
事
業
に
充
て
た
地
方

債
の
償
還
が
本
格
化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
１
．
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
１
１
．
５
％
と
な
り
ま
し
た
。
将
来

負
担
比
率
は
、
財
政
調
整
基
金
残
高
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
は
５
．

４
％
と
な
り
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
財
政
指
標

　
財
政
力
指
数
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
力
を
示
す
数
値
で
、
指
数
が
低
い
ほ
ど

自
主
財
源
の
割
合
が
少
な
く
、
国
へ
の
依

存
度
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
０
．
１
８
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
、
比
率
が

高
い
ほ
ど
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
件
費
、
補

助
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
は

前
年
度
か
ら
３
．
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

８
６
．
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に
対する比率。15％以上になると早期健全化団体と
なり、20％以上になると財政再生団体となります。

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率。350％以上になると早期健
全化団体となります。

活力のある
まちづくり

のき山学校運営・
整備事業

のき山学校を地域振興、経済活性を図る拠点として、よ
り有効に活用していくため、耐震補強をはじめとする施
設整備を行いました。

１億3,521万円

活力のある
まちづくり 森林環境譲与税関連事業

森林整備への支援（間伐材搬出補助事業、危険木伐採補
助事業等）、森林所有者の境界明確化、森林等基本図制作
等を行いました。

5,463万円

豊かな文化と
心を育む
まちづくり

東栄中学校
開校50周年記念事業

記念式典・講演会、体育館改修、Wi-Fi設置、制服モデル
チェンジ、同窓会促進等、様々な事業を実施しました。4,432万円

支えあう
健康福祉の
まちづくり

東栄診療所
電子カルテシステム
更新事業

老朽化に伴い、医療情報を電子データとして管理する電
子カルテシステムの更新を行いました。8,195万円

安全・安心に
暮らせる
まちづくり

新城広域消防事業
新城広域消防への応分の負担を行い、24時間の救急消
防体制を維持し、町内の消防・防災・救急医療体制を支
えました。

１億7,336万円

区　　分 事　業　名 決　算　額 事 業 の 成 果 内 容
◆主な事業と決算額

給食費減免事業 子育て世帯を支援するため、小中学校の給食費を減免しました。735万円

畜産飼料価格高騰対策
支援補助金

配合飼料価格高騰の影響緩和に資するため、町の主要産業である養鶏業者に
対し補助金を交付しました。203万円

事　業　名 決　算　額 事 業 の 成 果 内 容
◆主な地方創生臨時交付金事業

※赤字等がない場合は「―」で表示しています。 ※資金不足がない場合は「―」で表示しています。

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

特 定 環 境 保 全
公共下水道事業特別会計

指　　標 令和６年度
―
―

11.5
5.4

―
早期健全化基準 指　　標 令和６年度 経営健全化基準財政再生基準

15.0
20.0
25.0
350.0

20.0

― 20.0

― 25.0

20.0
30.0
35.0

●健全化判断比率 ●資金不足比率

●実質赤字比率 …… 

全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不
足額）の標準財政規模に対する比率。20％以
上になると早期健全化団体となり、30％以上
になると財政再生団体となります。

●連結実質赤字比率 …… 

一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還
金の標準財政規模に対する比率。25％以上にな
ると早期健全化団体となり、35％以上になると
財政再生団体となります。

●実質公債費比率 …… 

●将来負担比率 …… 

用
語
の
解
説

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
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元気な地域づくり支援事業の
活動をお知らせします

かねば会
　かねば会は、本郷地区の景観を守り、活気あるまちづくり、住みよい
地域づくりを目的として平成23年に発足しました。
　当初は、弘法山にツツジ等を植樹し整備等を実施してきました。
　令和３年度、桜の木を東栄小学校周辺に植樹し、毎年会員が草刈り、
草取り、剪定等の活動を行っています。桜も子どもたちが健やかに成長
してくれることを見守ってくれています。
　かねば会では、新しい会員を募集しています。男女誰でも参加できま
すので、是非この機会にかねば会に参加して、皆さんと一緒に本郷地区
の景観を守り、活気ある地域づくりに汗を流してみませんか。

連絡先▶事務局（長谷川）　☎76‒0509

元気城山
　９月７日（日）、中設楽地区の皆さんによる恒例のボランティア活動
「元気城山」を実施しました。今年も旧中設楽小学校ふれあい広場の草
刈・ふれあいプラザの清掃・地域散策コースの要となる設楽城址周辺の
城山整備に取り組みました。
　当日は朝早くから多くの方々が集合し、刈払い機を手に道路沿いや広
場の草刈をしました。体育館では窓拭き等に励み、普段なかなか手が届
かない場所まで丁寧に磨き上げました。さらに城山整備では草木を整え
たり落葉をブロワーで吹き飛ばしたり貴重な史跡を守るための作業が行
われました。声を掛け合い、皆で協力する姿があちこちにみられ、自然
と地域交流の輪も広がりました。
　「元気城山」は一人ひとりの小さな力が集まり、地域を守り育てる大
きな力となる活動です。これからも住みよい環境づくりのために継続し
て取り組んでまいりますので、皆さまの積極的なご協力をお願いします。

結プロジェクト
　この４月から「元気な地域づくり支援事業」に参画しました古戸日蔭
地区の「結（ゆい）プロジェクト」です。
　この事業は、少子・高齢・過疎化により稀薄になった地域コミュニ
ティ（共助＝互助）を復活させ、農林環境の維持保全、自然環境の保護
美化、住環境の整備向上に努め、地域の活性化、地区の振興に寄与する
ことを目的に発足しました。
　具体的には、農業用水・防火用水の整備補修（施工済）、ポンプ導入
路・河川敷の草刈り、支障木の伐採（継続中）、道路作業（継続中）、林道
の崩土防止・側溝の泥上整備作業（施工済）等々を行っています。
　この事業をすることにより、地区の課題を「協働」で解決し、コミュ
ニケーション（意思疎通）と意識改革が図られ、地区の問題解決と環境
美化に繋がっています。
　今後も継続中の事業は無論のこと、地域の活性化と暮らしやすい環境
づくりに努めたいと思っています。

ゆい

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
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他
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話
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　令和７年第３回町議会定例会は、９月９日（火）に召集され、会期中に各常任委員会での審議を経
て、19日（金）の本会議ですべての議案が可決されましたので、一部を紹介します。

第３回 東栄町議会定例会

今回の補正予算額は３千611万７千円の増額となりました。（特別会計と合わせると７千822万円の増額）
補正予算の概要　一般会計

・地方交付税は、普通交付税の額が確定したこ
とによる４千636万６千円の減額補正。
・分担金及び負担金は、第二子保育料無償化に
伴い41万８千円の減額補正。
・国庫支出金は、個人番号カード交付事務費補
助金に14万１千円、物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金に１千30万１千円計上。
・上記以外の財源として、財政調整基金繰入金
を１億454万5千円計上。
・繰越金は、令和６年度決算の確定に伴い減額
補正。

歳　入
・全世帯に商工会商品券を配布する家計応援事
業として１千30万１千円計上。
・とうえい温泉施設の修繕費用として699万９
千円計上。
・役場で保管しているＰＣＢ廃棄物を処分する
ため処分業務委託料として200万円計上。
・とうえいチャンネルの機器設備更新に係る費
用として579万６千円計上。

歳　出

一　般　質　問
◆ 岡田　浩二 議員

● 農業用ドローン導入について
● 住民説明会の実施について

◆ 佐々木一也 議員
● 当初予算編成各種事業要望への対応・取り組み

◆ 村本　敏美 議員
● 水道料金について
● 基金について
● 緊急通報システムについて
● 「改正資源有効利用促進法」の町の対応について
● ふるさと寄附金制度について

◆ 浅尾もと子 議員
● 誰もが利用しやすい医療介護へ
● 道路等要望の「見える化」
● 2026年度予算編成に向けて
● 避難所の整備について
● 奈根残土処分場の遮水シートについて
● 平和都市宣言と戦没者慰霊式典等について
● とうえい温泉の根本的改修について
● 町職員への処分の公表について

令和７年度　９月補正予算の概要

一般会計
会　　　計　　　名 補　正　前 補　正　額 計

41億2,160 3,611 41億5,771
国民健康保険特別会計 4億5,870 465 4億6,336
後期高齢者医療特別会計 1億3,953 827 1億4,780
東栄診療所特別会計 3億8,649 185 3億8,834

簡易水道事業特別会計
3億2,547 2,650 3億5,197
4億2,037 2,709 4億4,746

収入額
支出額

特定環境保全
公共下水道事業特別会計

2億8,045 14 2億8,060
3億4,655 14 3億4,669

収入額
支出額

農業集落排水事業
特別会計

1億   440 8 1億　448
1億2,361 8 1億2,369

収入額
支出額

（単位：万円）

※千円単位切捨てのため合計が合わない部分があります。

特
別
会
計

東栄町火入れに関する条例の一部改正について
異常乾燥注意報を乾燥注意報に改め、現行制度に合致するよう文言を整理。

議　案
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三輪おいでん家

　三輪おいでん家の中では「ボッチャ」が人
気の

ゲームのひとつです。赤球と青球のチームに分
かれ、

前方においてある円の中の白球に自分の球をで
きる

だけ近づけ競います。力の入れ具合や方向を定
める

のが難しく苦戦します。参加者の皆さん負け
ては

ならぬと真剣な顔で、手に汗にぎるゲームを
毎回

楽しんでいます。おしゃべりや笑い声がつき
ない

参加者の皆さんから元気をいただいています。

６広報とうえい 2025.11

長寿祝い
　今年度、町内で６名の方が100歳を迎えられま
した。
　それぞれの自宅や施設に町長が訪問し内閣総理
大臣からの表彰状と銀杯、町からは記念品を贈呈
しました。皆さん、素敵な笑顔でお祝いの言葉を
受けられました。今年度は、100歳以上の方が12
名おられて、元気に暮らしています。おめでとう
ございます。

ほくせつ認ともフェスティバル2025～認知症とともに～を開催しました！

世界アルツハイマー月間認知症啓発イベント北設３町村在宅医療・介護連携推進事業

　体験ブースでは、認知症のVR体験や脳の健康チェックを行ない認知症の方が実際に見えている世界を体
験してもらいました。
　講演会では、豊根村診療所長丹羽治男先生に「認知症のみかた」について、愛知県認知症希望大使の
土赤伸生様からは「まだまだこれから～認知症希望大使の暮らしと工夫～」をご講演いただきました。
　参加者の皆様からは「認知症になっても土赤さんのように前向きでいたい」などの感想をいただき、北
設楽郡全体で認知症について考え、理解を深める良い機会になりました。
　生活のなかで物忘れで困ったことや、介護での悩みごとなどがあればお気軽にご相談ください。

８月23日（土）開催日 奥三河総合センター会　場

問合せ先▶福祉課　☎76‒1815
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第15回「東栄の森へ行こう」開催

　８月24日（日）に御園地内の「もくいくの森」
にて、小学生親子を対象とした間伐材搬出体
験イベントを開催しました。午後からは木の
駅実行委員会の事務所で環境学習を行い、薪
割り体験やチェンソーアートの実演を見学し
ました。林地残材の有効活用方法を学ぶ機会
となりました。

教育行政の発展に功労

　佐々木尚也さんが去る10月９日（木）に東京

都の文部科学省講堂において「地方教育行政

功労者表彰」を受賞されました。佐々木さん

は平成30年７月に教育長に任命され、令和６

年６月まで、２期６年務められました。

　任期中は、「とうえいコミュニティ・スクー

ル」の創設に尽力され、また地域行事や民話
、

文化的行事を教育活動に取り入れ、郷土に誇

りをもつ人材の育成を推進するなど、地域の

特性を生かした
教育モデルを構
築し、地域の教
育力向上に尽く
された功績が認
められました。

７ 広報とうえい 2025.11

新しい教育委員が決まりました

　９月の町議会で同意を得て、10月１日付で
真柴浩志さんが新しく教育委員に任命されま
した。

秋の全国交通安全運動を実施しました

　９月25日（木）、三輪
地内「レストハウス
前」で秋の交通安全運
動を実施しました。
　設楽交通安全協会東
栄支部及び設楽警察署、
役場互助会のご協力の
もと、ハンドプレートによる啓発や啓発物品の配布を
通じて、交通安全の大切さを呼びかけました。
　多くの車が行き交うなか、ドライバーに交通安全意
識を高めていただくよう、注意喚起をしました。
　交通事故ゼロを目指し、地域の安全意識向上に努め
ていきます。

地域おこし協力隊 紹介

大岡　千夏
　このたび、10月１日付で東栄町地域おこし協力隊
に委嘱されました、大岡千夏と申します。
　これまで東京で暮らしていましたが、自然の中での
暮らしに憧れがあり、株式会社もとの社長に声をかけ
てもらったことがきっかけで、この町にやってきまし
た。株式会社もとでは手作りコスメ体験やセリサイト
を使った商品のＰＲを通じて、関係人口の創出や東栄
町の広報活動に取り組みます。
　生活も仕事も初めてのことばかりですが、毎日が新
鮮で、これからどんなことができるか楽しみです。ど
うぞよろしくお願いいたします。

近藤　祐子
　10月より地域おこし協力隊として㈱kiyomariで活動
する近藤祐子と申します。
　活動内容は主に、多様性のある森づくりや地域の資
源を活用した商品開発、森林浴など森と人のつながり
をつくることです。
　今まで一人暮らしの経験も少なく、実家暮らしでし
たので、田舎に暮らすことも新しく始める仕事も未知
の挑戦です。たくさんの人に助けていただきながら進
むことになると思いますが、どうぞよろしくお願いし
ます。

さ さ き なお

ま しば ひろ し

おおおか

左：大岡隊員
右：近藤隊員

ち なつ

こんどう ゆう こ

や
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８広報とうえい 2025.11

個人事業税第二期分の納付をお忘れなく

問合せ先▶東三河県税事務所　☎0532‒35‒6127（ダイヤルイン）
　　　　　https://www.pref.aichi.jp/soshiki/zeimu

　個人事業税の第二期分の納期限は12月１日（月）です。
　第二期分の納付書は、８月に送付した納税通知書に同封しておりますので、次のいずれかの方法で納
付してください。なお、納付書を紛失された方は管轄の県税事務所へお問い合わせください。

　領収証書が必要な方は、金融機関（ゆうちょ銀行を除く。）窓口、県税事務所窓口又はコンビニ
エンスストア、ＭＭＫ設置店で納付してください。
　また、納付には便利で安全な口座振替の制度もあります。ご希望の方は口座を開設している金
融機関の窓口で手続をしてください。

納付場所及び納付方法
・金融機関、県税事務所窓口での現金払い
・コンビニエンスストア、ＭＭＫ設置店での現金払い
　※納付書の納付金額が30万円以下のものに限ります
・インターネット環境でのクレジットカードによる納付

・スマートフォン決済アプリによる納付
・Pay-easy（ペイジー）に対応したインターネット
　バンキング又はＡＴＭ

その他

納期内納付のご協力をお願いします

【町税等の滞納解消に向けて】
　町では、督促状や催告書を送付しても応答がなく、納めていただけない滞納者に対しては「東三河広
域連合」と連携して、財産調査を行ったうえで、預貯金・給与・不動産・各種保険等の差押えをはじめ
とする滞納整理に取り組んでいます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　町税等は、町民の皆さんの安心で健康的な生活を維持するためのまちづくりを支える大切な財源です。
多くの納税者の方に納期限までに町税等を納めていただいておりますが、残念ながら様々な理由で滞納
されている方もいます。

【困ったときには、早めに相談を！】
　病気や失業の影響による収入減などの特別な事情があり納付が困難な方や、納付が遅れている方は、
お早めに税務会計課へご相談ください。

令和４年度
単位：調定・収入額は千円

※金額は、個人町民税、固定資産税、軽自動車税の現年分決算数値
【滞納処分の流れ】

調定額
276,998 274,363 99.05%

収入額 収納率
令和５年度

調定額
284,182 281,477 99.05%

収入額 収納率
令和６年度

調定額
274,847 272,178 99.03%

収入額 収納率

督促状の
発送

財産調査
金融機関・
勤務先等

財産差押
預貯金等 

換価・配当
公売等

問合せ先▶税務会計課　☎76‒1814

入札月 業　種 工　事　名　等 予定価格

９月

業 者 名 等 落札金額（税抜き）
委　託
委　託
委　託
物　品
工　事
工　事
工　事
物　品
物　品
物　品
工　事

計

令和７年度　入札結果 【千円】

橋梁補修設計業務（若杉橋）
橋梁補修設計業務（杉沢橋）
橋梁補修設計業務（小野橋）
公用車購入
林道布川線改良工事
東栄浄化センター２系No.１・２返送汚泥ポンプ分解修繕
林道小田沢登線舗装工事
細隙灯顕微鏡購入
眼球屈折度・角膜曲率半径・角膜厚および眼圧測定装置　購入
視野検査装置　購入
柿平橋橋梁補修工事

㈱カナエジオマチックス　三河営業所
㈱間瀬コンサルタント　新城営業所
㈱間瀬コンサルタント　新城営業所
ＮＴＰ名古屋トヨペット(株)　新城店
亀山建設㈱
㈱エステム
㈱田中組
㈱リィツメディカル　豊川営業所
㈱リィツメディカル　豊川営業所
㈱リィツメディカル　豊川営業所
㈱岡村組

2,800
3,870
3,510
853.2
8,000
3,080
18,700
2,631
3,806
5,554.5
2,500
55,305

3,330
4,210
4,590
1,006.3
8,208
3,246
19,221
2,631
3,806
5,554.5
2,609
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９ 広報とうえい 2025.11

あいち森と緑づくり事業の調査業務を行っています

問合せ先▶経済課　☎76‒1812

参加申込み・問合せ先▶福祉課　☎76‒1815

　愛知県では平成21年度から「あいち森と緑づくり税」により森林や里山林等を整備・保全するなど
様々な取り組みを進めています。
　その取り組みの一つとして山林所有者に代わり森林の有する公益的機能を適切に発揮させることを目
的として人工林の間伐を進める事業を実施しており、東栄町ではその事業地の選定、調査業務を行って
います。
　前年度は259.97haの調査を行い、今年度は古戸地区、東薗目地区の一部の地域で調査を行っています。
※実際に間伐事業が始まるのは調査実施年度から数年後となります。

　建退共制度は建設現場で働く方々のために、国が
作った退職金制度です。退職金は国が定めた基準によ
り計算して、確実に支払われるため安心・
安全です。
　詳しくは建退共ＨＰをご覧ください。

　認知機能低下を予防するため、記憶力や判断力を鍛える
様々なトレーニングに取り組みます。認知症予防は楽しく
ないと効果がありません。「nicori（にこり　）」は参加者のみ
なさんで笑いながら楽しく認知症予防に取り組む教室です。
ぜひお気軽にご参加ください。

建設業の退職金なら建退共！

認知症予防教室第２回「nicori（にこり　  ）」開講します！

対象者 町内在住・在勤のみなさま

※テーマは現在の予定です。変更になる可能性がありますので了承ください。

場　所 東栄ひだまりプラザ（東栄保健福祉センター）
運動指導室ほか

定　員 20名程度 参加費 無料

日　程 11月～１月の間の６回(第１・３木曜日)
13時30分～15時（１回90分）
※初回のみ15時30分まで

第１回
日　程
11月６日

テーマ
nicoriにこり　について

第２回 11月20日 自分の「得手・不得手」
第３回 12月４日 耳の聴こえと認知症
第４回 12月18日 毎日のお食事と認知症予防
第５回 １月８日 認知症予防と眠り
第６回 １月22日 認知症にならないための10か条

（奥　　地）

（道路沿い）

今
月
の
特
集

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

お
知
ら
せ

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス



10広報とうえい 2025.11

 

今
年
２
月
に
全
国
各
地
で
大
規
模
な
林

野
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
林
野
火
災
の

多
く
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
や
風

が
強
く
吹
く
時
に
た
き
火
を
実
施
し
た
こ

と
に
よ
り
、
周
囲
に
火
が
燃
え
広
が
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
11
月
１
日（
土
）か

ら
、
乾
燥
や
強
風
に
よ
り
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
象
状
況
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
場
合
（
概
ね
乾
燥
注
意
報
、
強
風
注

意
報
の
発
表
時
）
に
は
、
防
災
行
政
無
線

等
に
よ
り
、
火
の
取
扱
い
の
注
意
喚
起
の

広
報
を
行
い
ま
す
。

注
意
喚
起
の
方
法

①
と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送

②
消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
広
報

③
新
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
情
報
掲
載

④
新
城
市
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
か
ら

メ
ー
ル
送
信

⑤
新
城
市
公
式
Ｘ
へ
情
報
投
稿

⑥
新
城
市
公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
へ
情

報
投
稿

※

と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
は
乾
燥

注
意
報
と
強
風
注
意
報
の
両
方
が
発
表

さ
れ
た
平
日
の
み
。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
公
式
Ｘ
、
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
投
稿
は
平
日
の
み
。

※

新
城
市
メ
ー
ル
配
信

　
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
は

　
こ
ち
ら
か
ら

火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
象
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
『
急
ぐ
日
も
　
足
止
め
火
を
止
め
　
準

備
よ
し
』
を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
11
月

９
日（
日
）か
ら
11
月
15
日（
土
）ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
春
、
全
国

で
大
規
模
な
林
野
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。

林
野
火
災
の
原
因
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
、
た
ば
こ
等
の
人
的
要

因
に
よ
る
出
火
が
多
い
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
強
風
、
乾
燥
時
は
、
た
き
火
、
火
入
れ

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
枯
草
等
の
あ
る
場
所
で
の
た
き
火
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
水
な
ど
の
消
火
準
備
を
万
全
に
行
い
、
火

●
問
合
せ
先

　
新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

　
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
新
城
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内
の
小
学

生
高
学
年
及
び
中
学
生
を
対
象
に
、
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
11
月
７
日（
金
）か
ら
11

月
17
日（
月
）ま
で
、
ピ
ア
ゴ
新
城
店
で
展

示
、
11
月
17
日（
月
）か
ら
11
月
25
日（
火
）

ま
で
、
新
城
市
役
所
１
階
情
報
カ
フ
ェ
で

展
示
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
作

品
を
見
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

　
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

気
の
使
用
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
ず
、

使
用
後
は
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

・
火
遊
び
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先

　
新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

　
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
保
険
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
は
、
そ
の
業
種
、
規
模
等
を
問
わ

ず
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
す
べ

て
適
用
事
業
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
は
、

労
働
保
険
料
の
納
付
、
雇
用
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
各
種
の
届
出
等
の
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
す
。

　
労
働
保
険
は
、
仕
事
や
通
勤
に
よ
る
傷

害
や
失
業
等
の
際
に
、
労
働
者
と
そ
の
家

族
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か
？

山火事予防ポスター

○
日　
時　
令
和
７
年
11
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
要
予
約
）

○
場　
所　
新
城
保
健
所　
相
談
室

○
相
談
内
容（
例
）

　
気
分
が
落
ち
込
む
、
眠
れ
な
い
、
お
酒

を
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
等
の
心
の
不
調

相
談

　
（
ご
家
族
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
新
城
保
健
所　
地
域
保
健
・

　
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

０
５
３
６
・
２
２
・
２
２
０
５

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

そ
の
他

暮
ら
し
の
情
報

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

初
活
動
報
告

　
「
東
栄
町
体
験
交
流
館
の
き
山
学
校
」

で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

神
谷
貴
久
で
す
。
活
動
内
容
（
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
と
し
ま
し
て
は
「
体
験
企
画
を
考
案

し
、
そ
の
企
画
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

な
る
」
で
す
。
ざ
っ
く
り
言
い
ま
す
と

「
の
き
山
学
校
を
も
っ
と
地
域
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
気
軽
に
利
用
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
！
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り
、
１
カ
月

半
に
な
り
ま
す
。
今
現
在
目
に
見
え
た
活

動
実
績
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
実
は
目
に

つ
か
な
い
所
で
地
味
な
作
業
を
コ
ツ
コ
ツ

と
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
８
月
に
配
属
さ
れ
て
ま
ず
手
を
付
け
た

の
は
、
敷
地
内
の
草
刈
り
や
植
木
の
手
入

れ
、
育
ち
過
ぎ
た
木
の
伐
採
な
ど
の
「
植

栽
管
理
」
で
す
。
植
木
や
植
物
の
手
入
れ

な
ど
、
こ
れ
ま
で
全
く
経
験
の
無
い
こ
と

で
す
が
、
廃
校
を
利
用
し
た
施
設
と
あ
っ

て
、
長
年
育
っ
た
様
々
な
植
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
の
手
入
れ
を
怠
る
と
大
変
な

状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
校
舎
の
歴

史
と
共
に
成
長
し
て
き
た
植
物
を
、
効
率

的
に
手
入
れ
し
美
観
を
維
持
す
る
た
め
の

管
理
方
法
は
、
今
後
に
お
け
る
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
歳
で
、
こ
の
様
に
全
く
の
未
経
験

の
こ
と
を
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
自
分
で

も
色
々
と
調
べ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
ご

年
配
の
方
々
か
ら
の
色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
い

ま
す
し
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
は
東
栄
町
の
よ

う
な
小
さ
な
町
な
ら
で
は
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。「
不
便
だ
か
ら
住
み
に
く
い
」
と

若
い
頃
は
そ
う
感
じ
、
18
年
間
育
っ
た
東

栄
町
を
飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
が
「
不

便
だ
け
ど
住
み
や
す
い
」、そ
ん
な
町
に

な
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
数
十
年
振
り

に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
の
き
山
学
校
に
併
設
し
て
お
り
ま
す
飲

食
店
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
っ
き
ぃ
」
で
た
ま
に

お
手
伝
い
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
時

間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
し
ゃ
べ
り
は
得
意
で
は
な
い
で

す
が
何
気
に
好
き
で
す
の
で
、
ご
来
店
の

際
は
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
記
事
を
お
読
み
の
頃

に
は
開
催
済
み
で
す
が
、
10
月
11
日
、
12

日
、
13
日
の
３
日
間
、
の
き
山
学
校
で
開

催
さ
れ
る
体
験
校
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
の
き

山
市
」
で
様
々
な
体
験
企
画
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
は
私
考
案
の
体
験
企
画
も
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
是
非
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
「
体
験
交
流
館
の
き

山
学
校
」
を
地
域
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

※

今
回
の
記
事
は
初
校
で
文
字
数
が
多
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
全
文
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

ま
す
。
簡
単
な
自
己
紹
介
も
書
い
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
の
き
山
学
校　
☎
７
６
・
１
７
２
２

守
る
ン
ジ
ャ
ー

健
康
戦
隊

【
役
場
保
健
師
】問

合
せ
先　
東
栄
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
福
祉
課 

☎
７
６
・
１
８
１
５

Vol.88

　
令
和
２
年
よ
り
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」
と
い
う
新
た
な

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
の

医
療
保
険
者
で
あ
る
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
東
栄
町
が
協
力
し
て
、
後
期

高
齢
者
の
健
康
の
維
持
・
フ
レ
イ
ル
予
防
に

努
め
る
新
た
な
仕
組
み
で
す
。

　
本
事
業
の
特
徴
は
、
①
高
齢
者
の
特
性
に

あ
っ
た
保
健
事
業
を
行
う
②
地
域
の
関
係
者

が
連
携
体
制
を
作
る
こ
と
③
取
得
し
た
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
、
地
域
の
高
齢
者
の
全
体
像

を
把
握
し
必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

行
き
届
く
よ
う
に
計
画
を
立
て
る
こ
と
な
ど
、

今
ま
で
の
事
業
を
土
台
と
し
て
よ
り
効
果
的

に
・
効
率
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
加
齢
と
と
も
に
予
備
能

力
や
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
回
復
力
が
低
下
す

る
「
フ
レ
イ
ル
」
の
状
態
に
な
り
や
す
い
で

す
が
適
切
な
働
き
か
け
に
よ
り
改
善
し
う
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
東
栄
町
で

実
施
し
て
い
る
支
援
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

個
別
へ
の
関
わ
り

◎
健
康
状
態
が
不
明
な
人…

健
診
・
医
療
・

介
護
い
ず
れ
も
利
用
が
な
い
人
を
対
象

に
訪
問
や
電
話
を
し
て
健
康
状
態
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
た
医
療
や
サ
ー
ビ

ス
へ
つ
な
げ
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◎
身
体
的
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
が
高
い
人…

健
康
状
態
が
不
良
と
自
覚
症
状
が
あ
り
、

歩
行
速
度
の
低
下
や
体
重
減
少
を
訴
え

て
い
る
方
に
対
し
て
健
康
教
室
の
紹
介

や
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
作
り
方
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
ま
す
。

 

通
い
の
場
等
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り

◎
集
い
の
場
へ
の
参
加…

お
い
で
ん
家
や
自

主
的
な
集
ま
り
の
場
等
へ
出
向
き
、
フ

レ
イ
ル
予
防
や
介
護
予
防
の
た
め
の
講

座
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
健
康
教
室…

ロ
コ
モ
体
操
教
室
・
認
知
症

予
防
教
室
（
ニ
コ
リ
）
・
栄
養
教
室
な

ど
、
目
的
別
の
教
室
を
実
施
し
、
参
加

を
促
し
ま
す
。

 

東
栄
町
の
方
、
お
元
気
で
す
か
？

　
東
栄
町
の
住
民
健
診
の
問
診
に
ご
自
身
の

健
康
状
態
つ
い
て
回
答
す
る
項
目
が
あ
り
ま

す
が
、「
あ
ま
り
よ
く
な
い
」「
よ
く
な
い
」
と

回
答
す
る
方
が
、
愛
知
県
平
均
よ
り
も
１
．

５
倍
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
元
気

は
生
活
の
活
力
で
す
。
気
持
ち
の
落
ち
込
み

は
、
身
体
の
フ
レ
イ
ル
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

体
調
の
不
安
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
関
わ
り

を
今
後
も
で
き
る
よ
う
活
動
し
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て

参
考
：
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

フ
レ
イ
ル…

加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力
（
運
動
機
能
や
認
知
機
能

　
　
　
　
　
等
）
が
低
下
し
、
生
活
が
障
害
さ
れ
て
い
る
状
態
。
健

　
　
　
　
　
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
段
階
。

◆
む
だ
お
い
さ
ざ　
　
　
↓　
　
だ
〇
〇
〇
〇
〇

◆
も
う
い
り
が
お　
　
　
↓　
　
〇
〇
〇
〇
〇
〇

ヒ
ン
ト
：
２
名
の
有
名
な
作
家

答　
え
：
右
下

（脳トレ答え）だざいおさむ、もりおうがい

脳
ト
レ
問
題
　
〜
言
葉
の
な
ら
べ
か
え
〜

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス



　
５
年
生
が
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
始

ま
る
木
育
教
室
の

始
ま
り
と
し
て
開

講
式
を
行
い
ま
し

た
。
　
最
初
に
役
場
担

当
の
梅
田
さ
ん
か

ら
、
木
育
教
室
の
始
ま
っ
た
き
っ
か

け
や
木
育
の
目
的
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

中
で
、
森
林
や
林
業
に
つ
い
て
し
っ

か
り
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
町
長
さ

ん
か
ら
の
激
励
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
森
林
組
合
の
白
井
さ
ん

か
ら
、
山
で
の
仕
事
や
東
栄
町
の
林

業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
、
役
場
福
祉
課
、

に
こ
に
こ
隊
か
ら
３
名
の
講
師
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
、
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
に

つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
寸
劇
を
交
え
て

わ
か
り
や
す
く
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
多
い
こ
の

地
域
に
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
が
理
解
を
深

め
る
こ
と
は
大
切
で

す
ね
。

・
音
を
頼
り
に
ス
タ
ン
プ
集
め

　
（
執
行
部
）

・
新
・
逃
走
中
・
改

　
（
運
動
委
員
会
）

・
曲
名
当
て
ク
イ
ズ

　
（
音
楽
情
報
委
員
会
）

・
元
気
１
０
０
倍
健
康
タ
イ
ム

　
（
健
康
集
会
）

・
得
意
技
選
手
権
（
執
行
部
）

　
委
員
会
ご
と
に
工
夫
し
て
楽
し
い

集
会
を
企
画
し
て
く
れ
ま
し
た
。
去

年
と
同
じ
で
は
な
く
、
新
し
い
集
会

を
考
え
て
提
案
す
る
高
学
年
の
姿
に
、

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
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田口高校からこんにちは

中学校

「
出
会
い
」・「
ふ
れ
合
い
」・

「
学
び
愛
」
の
秋

　
９
月
後
半
は
、
授
業
を
よ
り
充
実

さ
せ
た
り
、
駅
伝
大
会
に
向
け
た
練

習
を
行
っ
た
り
と
、
学
習
、
部
活
動

が
充
実
す
る
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　
理
科
で
は
、
設
楽
中
学
校
、
豊
根

中
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
岩

石
を
も
と
に
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
成
り

立
ち
を
学
ぶ
授

業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ん
で

授
業
を
行
う
こ

と
は
初
め
て
で

し
た
が
、
部
活
動

や
中
高
一
貫
で
交

流
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
授
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
教
材
と
な
る
岩
石
採
取
は
、
学
校

付
近
の
足
込
川
で
行
っ
た
り
、
下
田

地
区
や
粟
代
地
区
で
行
っ
た
り
と
、

地
域
に
出
て
学
ん
で
い
ま
す
。「
教

材
の
宝
庫 

東
栄
」
な
ら
で
は
の
取

組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
駅
伝
の
練
習
で
は
、
東
栄
中
学
校

卒
業
生
を
お
招
き
し
、
駅
伝
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。
走
り
方
の
コ
ツ
、

気
持
ち
の
も
ち
方
な
ど
、
駅
伝
を
経

験
し
た
先
輩
た
ち
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
た
ち

と
一
緒
に
計
測
を
行
い
、
実
際
の

レ
ー
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
練
習
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
出
会
い
」、「
ふ
れ
合
い
」、

「
学
び
愛
」
を
大
切
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
栄
っ
こ
通
信

小学校

５
年
・
木
育
教
室

開
講
式
（
９
月
９
日
）

４
年
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

（
９
月
11
日
）

委
員
会
主
催
行
事

（
１
学
期
後
半
〜
２
学
期
前
半
）

木育教育開講式

認知症サポーター養成講座

曲名当てクイズ

元気100倍健康集会

「
普
通
科
」
で
学
ぶ

　
田
口
高
校
は
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
を
強

み
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
少
人
数
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
普
通
科
は
、
生

徒
の
興
味
・
関
心
や
進
路
希
望
に
応
じ
て
幅

広
い
選
択
科
目
を
設
置
し
、
科
目
に
よ
っ
て

は
個
別
指
導
に
近
い
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
理
系
選
択
で
あ
る
「
自
然

探
究
コ
ー
ス
」
に
は
学
校
設
定
科
目
「
環
境
課
題
研
究
」
を
開
講
し
、
探

究
型
の
研
究
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
目
標
と
し
た
進
路
補
習
講
座
も
柔
軟
に
設
定
し
、

基
礎
力
の
定
着
か
ら
実
力
向
上
ま
で
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
き
め
細
か
な

指
導
を
行
い
、
進
路
希
望
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
三
　
田
口
線
通
学

シ
リ
ー
ズ
「
地
域
と
田
口
高
校
」

　
昭
和
43
年
に
廃
線
と
な
っ
た
豊
橋
鉄
道
田
口
線
は
、
清
崎
以
南
の
生
徒

の
貴
重
な
通
学
手
段
で
し
た
。
当
時
を
知
る
卒
業
生
の
方
か
ら
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
昭
和
34
年
卒
業
で
滝
上
駅
か
ら
通
学
し
て
い
た
方
は
、
三
河
田
口
駅
か

ら
は
歩
い
て
高
校
ま
で
通
っ
た
の
で
、
冬
は
雪
で
転
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
一
両
編
成
な
の
で
、
お
客
さ
ん
が
多
い
と
き
は
貨
物
車

両
の
よ
う
な
「
箱
」
が
け
ん
引
さ
れ
乗
っ
た
こ
と
、
清
崎
や
鮎
渕
駅
（
臨

時
駅
）
で
途
中
下
車
し
て
川
に
遊
び
に
い
っ
た
こ
と
、
先
生
も
一
緒
に
通

勤
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
卒
業
の
田
峯
の
方
は
、
集
荷
さ
れ
た
木
材
や
製
材
所
な
ど
沿

線
の
風
景
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
昭
和
40
年
の
台
風
24
号
の

被
害
の
た
め
、
清
崎
か
ら
は
バ
ス
に
な
っ
た
こ

と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
平
日
な
の
に
先
生

が
許
可
し
て
く
だ
さ
り
、
友
人
の
病
気
見
舞
い

に
田
口
線
で
行
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
し
た
ら
」
に
展
示
保
管
さ
れ
て
い

る
田
口
線
車
両
は
、
田
口
高
校
の
歴
史
の
一
部

な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

植物のCO2吸収量の測定実験

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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設
楽
警
察
署

ふ
る
さ
と
歌
壇

酷
暑
盆
と
う
も
ろ
こ
し
の
痩
せ
た
馬
や
っ
と
揃
え
た
里
芋
の
葉
よ　
　
　
　
　
小
野
田
博
文

い
つ
か
ら
か
夜
空
を
見
上
げ
な
く
な
っ
て
酷
暑
と
旱
の
八
月
終
わ
る　
　
　
　
佐
々
木
秀
子

歌
聞
こ
ゆ
涙
誘
う
歌
詞
に
触
れ
響
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
心
奪
わ
る　
　
　
　
　
　
　
金
澤
ゆ
き
子

猛
暑
過
ぎ
夜
半
に
鳴
き
い
る
コ
オ
ロ
ギ
の
音
は
清
ら
か
に
雑
本
を
読
む　
　
　
竹
田　
正
子

お
月
見
の
絵
は
が
き
飾
り
気
分
だ
け
残
暑
の
中
の
小
さ
き
抵
抗　
　
　
　
　
　
堂
地　
雅
子

酷
暑
に
も
耐
へ
て
咲
き
た
る
夕
顔
は
月
の
光
を
受
け
て
耀
ふ　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
禮
子

こ
れ
が
モ
ネ
、
喧
騒
忘
れ
観
入
る
の
は
光
と
水
の
織
り
な
す
世
界　
　
　
　
　
小
石　
桂
子

す
く
す
く
と
身
の
丈
ほ
ど
の
庭
の
草
刈
り
取
る
先
に
秋
色
木
の
葉　
　
　
　
　
美
濃
羽
冴
子

豪
雨
止
み
ア
イ
ロ
ン
掛
け
を
ス
チ
ー
ム
で
皺
も
憂
い
も
消
え
て
ゆ
く
午
後　
　
内
藤　
久
代

い
い
血
管
で
す
ね
と
言
わ
れ
単
純
な
私
の
心
は
思
わ
ず
笑
顔
に　
　
　
　
　
　
伊
藤　
久
美

こ
ち
ら

９
月
詠
草

い
ざ
な

ひ
で
り

ざ
っ
ぽ
ん

こ

運転免許更新のご案内

問合せ先　設楽警察署交通課　0536‒62‒0110

令
和
７
年
８
月 

犯
罪
事
故
発
生
件
数

◎
刑
法
犯
総
数

　
・
窃
盗
犯

　
　
（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

　
・
特
殊
詐
欺

０
件（
５
）

０
件（
１
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

１
件（
15
）

１
件（
６
）

◎
人
身
事
故
件
数

　
・
死
者
数

　
・
負
傷
者
数

３
件（
５
）

０
人（
０
）

７
人（
９
）

３
件（
８
）

７
件（
12
）

◎
物
損
事
故
件
数

11
件（
52
）
39
件（
230
）

東
栄
町
内

※

（　
）
内
は
１
月
か
ら
の
累
積

郡　
内

・運転免許更新予約制度が始まっています。 
・運転免許証の更新をされる方は予約が必要です。
・対象者は、更新時の講習区分が優良、一般、
　違反者、初回の方です。
※高齢者の方は、高齢者講習が修了していれば、
　予約なしで更新できます。
○詳しくは愛知県警ＨＰでご確認ください。
　（警察署では予約できません。）　　　
※警察署での更新受付は、すべて平日の正午から
　午後４時までの間です。

〜
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」

　
　
「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
」

　
　
　
　
「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」
〜

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」
の
３
Ｎ

（
な
い
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を

展
開
し
、
県
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
犯
罪
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

　
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
る
に
は
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

「
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
を
自
分
た
ち

の
力
で
つ
く
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
切

で
す
。

　
こ
の
運
動
の
機
会
に
、
も
う
一
度
、
自

分
の
身
の
ま
わ
り
の
防
犯
に
つ
い
て
考
え
、

ご
家
庭
や
地
域
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。　

◎
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の

　
被
害
防
止
対
策

　
☆
実
際
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人
か
ら

お
金
や
投
資
の
話
を
さ
れ
た
ら
、
警

察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
☆
投
資
資
金
等
の
振
込
先
が
「
個
人
口

座
」、知
ら
な
い
「
会
社
の
名
義
」
の

場
合
は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　
☆
「
必
ず
儲
か
る
」
は
詐
欺
を
疑
い
ま

し
ょ
う
。

東
栄
町
囲
碁
の
会

秋
季
大
会

秋
季
大
会

優
勝　
林　
み
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
５
勝
２
敗

二
位　
原
田　
和
人

　
　
　
　
　
　
　
４
勝
３
敗

三
位　
熊
谷　
吉
男

　
　
　
　
　
　
　
４
勝
３
敗

令
和
７
年
９
月
13
日（
土
）

会
場　
赤
谷
集
会
所

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

10
月
８
日 

東
栄
町
弓
道
場

10
月
８
日 

東
栄
町
弓
道
場

男
子　
優
勝　
伊
藤　
　
勉　
　
二
位　
森
上　
祥
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
日
名
地
孝
佳

女
子　
優
勝　
伊
藤　
礼
子　
　
二
位　
加
藤　
育
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
杉
野
き
よ
み

総
合　
優
勝　
伊
藤　
　
勉

※

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で

　
最
後
ま
で
的
中
し
つ
づ
け
た

　
人
が
優
勝
で
す
。

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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新
着
図
書

大 治 町大 治 町友好自治体

　「祝50周年　つなげようこどもと地域の笑顔」をテーマ
に、今年も子育て楽楽フェスティバルが開催されました。
「音楽×クラウンショー」のコーナーや、親子で触れ合え
る体験ブースもあり、子どもから大人まで楽しめるイベン
トになりました。

東栄町図書室
●天才望遠鏡
　著者：額賀澪／出版社：文藝春秋
●９月１日の朝へ
　著者：椰月美智子／出版社： 双葉社
●イノセンス
　著者：誉田哲也／出版社：幻冬舎
●一橋桐子（79）の相談日記
　著者：原田ひ香／出版社：徳間書店

●マスカレード・ライフ
　著者：東野圭吾／出版社：集英社

●どっこい田舎暮らし（上）種まきの頃
　著者：岡巌／出版社：幻冬舎

●どっこい田舎暮らし（下）収穫の頃
　著者：岡巌／出版社：幻冬舎

（　　　　　）

納
税
等

●国民健康保険料
●後期高齢者医療保険料
●保育料
●放課後児童クラブ利用料
●水道使用料（下水・農集排使用料含む）
●住宅使用料

納期限：12月１日

人
口
と
世
帯

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届
出をされた方も掲載対象となりますので、掲
載を希望される場合は、お早めに総務課へお
申し出ください。

９月末日現在

※住民基本台帳 ※単位：人

※（　）内は前年度同月による ※単位：人

営業当初からの累計利用者数　4,288,542

前月比
2,616人口

施
設
利
用
の
よ
う
す（
９
月
）

施　設　名
森林体験交流センター
「スターフォーレスト御園」

戸
籍
の
窓
口

９月15日～10月14日受付

令和７年９月の利用者数

129（　　　　　）
９月までの累積利用者数

交流促進センター「千代姫荘」 192（　　　　　）

とうえい健康の館 284（　　　　　）
グリーンハウス（宿泊者） 152（　　　　　）
体育施設 1,830（　　　　　）

とうえい温泉 12,085（　　　　　）

164

233

396

98

3,776

1,806（　　　　　）
1,183（　　　　　）

1,752（　　　　　）
2,022（　　　　　）
9,568（　　　　　）

1,816

1,194

2,347

2,346

11,772

11,461 71,28675,821

（＋2）

1,265男 （＋1）

1,351女 （＋1）

1,272世帯数

5転入

3転出

1出生

1死亡（±0）

図書室に置いてほしい本がありましたら、教育委員会までご要望をお寄せください。
問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

●お悔やみ

●お誕生
今回は届出がありませんでした

今回は届出がありませんでした

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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11 November.2025
Sun Mon

5 6 73 42

9 10 11 12 13 14

16 17 18 19 20 21

25 2623

30

24 27 28

Tue Wed Thu Fri Sat

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

子育て支援センター

学校行事

ドレミの会

ペットボトル等
回収日

東栄町制70周年
記念式典

小林花祭
御園花祭東栄フェスティバル

行政相談 あいちウィーク
（～27日）

月花祭

河内花祭

巡回職業相談

御園花祭

東薗目花祭

月花祭

河内花祭

足込花祭

足込花祭

東薗目花祭ノーメディアデー

民生委員児童委員
協議会

あいち県民の日

ロコモ体操

ロコモ体操

ベビーマッサージ

個別予防接種集団がん検診

個別予防接種

ヨガ教室

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

おはなし会

子育てセミナー

たんぽぽの会

にこにこの日

はじめての
にこにこの日

さわやかクラブ

ドレミの会（古戸）

ドレミの会（下田）

マラソン大会
（小学校）

出校日（小学校）

振替休業日
（小学校）

県民の日
学校ホリデー
（小・中学校）

1

8

15

22

29

文化の日

振替休日勤労感謝の日

表紙の写真
　下田の丸山熊平さんの畑
に咲くコスモス。撮影した
10月上旬に満開を迎え、
あたり一面にコスモス畑が
広がっていました。

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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　12チャンネルで、様々なまちの情報を配信して
おります。とうえいチャンネルについて、お困りの
方は役場総務課までお問い合わせください。

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

　町では、ＳＮＳにより、まちの身近な話題やでき
ごとなど、魅力的な情報をタイムリーに発信してい
ます。

東栄町公式ＳＮＳ

防災アプリ（東栄Ｓアラート）

LINEFacebook

AndroidApple

Ｘ（旧Twitter）

星空おんがく祭2025

防 災 士 の 手 帳
訓練の経験を日常の備えに

　８月に実施した町の防災訓練には、多くの皆さんに
ご参加いただきました。実際に避難経路を歩き、非常
用持ち出し品を確認することで、「自分や家族をどう守
るか」を具体的に考えるきっかけになったのではない
でしょうか。
　今年は全国各地で大雨や地震が相次ぎ、昨年の能登
半島地震では冬の停電や断水が長期化し、避難生活の
厳しさが大きな課題となりました。東栄町でも同じよ
うな事態が起きる可能性があります。
　これから冬を迎えるにあたり、暖房器具やコンロの
使用後は必ず火を消し、配線やコードの点検をしま
しょう。停電に備えて懐中電灯やランタンを分かりや
すい場所に置き、毛布やカイロ、カセットコンロなど
も準備しておくと安心です。
　防災は一人ではできません。訓練で得た気づきを日
常に生かし、地域で声をかけ合いながら、安心して冬
を迎えられるよう備えていきましょう。

防災士　石原　和季

のおでかけ日記オ 二 ス タ ー
Instagram

　９月21日（日）、星空おんがく祭2025に行ってきた

に。バンドやダンスのパフォーマンスで大盛り上が

りだったぞん。

　ぼくのテーマソング「Oh！舞☆オニスター」を

みんなで踊って、いい思い出になったに。ど嬉し

かったやあ。ありがっさま☆


